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2023 東北のうたごえ交流会 inふくしま    立山昭仁（Ｄ５１合唱団） 

＜郷土写真家 星 賢考さんの講演＞ 

只見線は２０１１年 7 月の台風の大雨で複数の鉄橋が流され、復旧を諦めていた人も多かったよ

うですが、昨年１０月に復旧そして再開しました。なぜ、何億円もかけて赤字ローカル線が再開した

か？が今回の東北のうたごえ交流会の１日目の講演でした。 

講師の写真家の星賢幸さんは、その先頭に立ってきました。只見線の役割は、ただ地元の足という

だけでなく、奥会津の、世界に誇れる自然や文化、歴史を、観光という産業として成り立たせること

です。生活がなりたつには生業が必要で、それがなければ若者も残れません。 

そのために美しい奥会津の自然と只見線との絶景を、写真に撮り、世界に出かけていって、写真展

や講演をしてきました。その結果、コロナ禍が収まった後、インバウンドでたくさんの外国人を含む

観光客が訪れ、沢山のお金が落とされて地元の活性化につながっているそうです。 

赤字だけに目を奪われていた自治体や JR も、只見線がもたらす素晴らしい価値に気がついて、

只見線再開につながったとの事でした。 

ローカル線は赤字と言われてきましたが、自然災害からの復旧や住民の命を守るために、鉄道は

大きな役割を果たしてきました。また、国道は、冬季は通行止めになりますが、只見線は、冬季も、

新潟と会津をつなぐ足になっています。そのことも、只見線が復活できた理由のひとつとのことで

した。 

只見線に乗った時、沿線から多くの住民が手を振っていました。手書きの歓迎の看板もあり、地元

の人々が、只見線の再開をどんなに喜んでいるかが感じられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城のうたごえ協議会ニュース ７号 2023.10.9 宮城のうたごえ協議会 

〒983-0841 仙台市宮城野区原町３―８―３ 内海ビル 3 階 FAX 022-762-5971                    

  
大交流会で 福島の演奏 

 

只見線車内 

 
前庭広場うたう会 

 

只見駅で 

 
只見線からの絶景 

交流会 2部  



広島・セミパラミンスク（セメイ）平和と合唱交流の旅レポ 

仙台ロシア合唱団 三橋吉則 三橋道子 

９月１５日～２０日までの６日間の旅は、私達にとって大変得難い体験の思い出となりました。

ツアーに参加したのは、北海道から九州まで２６名。（合唱団白樺から７名が参加）指揮者として

広島ナッパーズの高田龍治さん、共同通信社の記者とカメラマンも同行しました。添乗員は合唱団

白樺の団員の方でした。 

カザフスタンのセミパラミンスクは、旧ソ連時代に４５６回も核実験をした都市です。放射能に

よる健康被害に手を差し伸べた広島とは深い友好関係にあり、今回はセメイの市庁舎を訪ねて広島

市長の親書をセメイ市長に手渡してきました。核実験の跡地を見学しましたが、いまだに高い数値

の放射能が残っている為にまるで宇宙服のような防護服に身を固めての見学は緊張しました。人間

の愚かさに身が震える思いでした。 

ロシア民謡をレパートリーにしているセメイの合唱団との交流は、驚いたことにセメイ市の文化

宮殿のコンサートホールで開催され、セメイ市長も聴きにきてくれて歓迎の挨拶を頂きました。私

達が歌ったのは、①百万本のバラ、②キエフの鳥の歌、③おりづる、④ねがい、⑤リメンバー、⑥

カザフスタン国歌、でした。カザフスタン国歌は、セメイの合唱団の皆さんと一緒に歌いました

が、会場のお客様が総立ちで歌ってくれたのにはびっくり！アンコールと拍手が鳴りやまず、「カ

チューシャ」など数曲をロシア語・日本語が入り混じって歌いましたが、それでも拍手が鳴りやま

ず…日本の皆さんからのご指名で、私が「ステンカラージン」をロシア語で歌いました。歌の途中

でセメイの合唱団ソリストが私の隣で一緒に歌ってくれたのには感激しました。また、妻が私の隣

でオブリガートを歌いましたが、その歌声に聴き惚れたというご婦人が翌日、わざわざ私達の宿泊

ホテルにプレゼントを届けに来てくれるサプライズがありました。 

今回、言葉では表せない数々の体験（面白い失敗談も…！）をしてきました。機会がありました

らお話をさせて頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三橋さんご夫妻による「ステンカラージン」 

 

核実験でできたカルデラ湖に向かう。 

すり足ダメ、物を拾うのもダメ！ 

「第 5回 語りつぐ平和と希望の音楽会 ～ 生命かがやく未来へ ～ 」 

       2024年 8月 25日（日） 日立システムズホール  

「2024全国教育のうたごえ祭典 inみやぎ」の 3日目に宮うたと共催で行われる音楽会の内容が少

しずつ固まってきました。 

＜宮うた演奏曲＞ 歓迎演奏 「歌い続けよう ともに」（2023歌声広場 どらごえ演奏曲） 

      小林作品集より ①鉄と油と ②世界で一番砂糖がすき ③空襲で ④あれから今も 

＜教育のうたごえ合同による「ぞうれっしゃ」＞ 

①サーカスのうた ②動物園へようこそ ③ぞうれっしゃよはしれ ④平和とぞうとこどもたち 

次回実行委員会 10月 21日（土）10時～ うたごえセンター どなたでもご参加ください！ 


